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１【半期報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成18年12月15日に提出いたしました第190期中（自 平成18年４月１日 至 平成18年９月３０日）半期報告書の

記載の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。 

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第２ 事業の状況 

５ 研究開発活動 

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は＿＿線で示しております。 

第一部【企業情報】 

  

第２【事業の状況】 

５【研究開発活動】 

 （訂正前） 

 当社グループ（当社及び連結子会社）は，事業本部や連結各社と技術開発本部が密接に連携・協力し，物流・鉄

構，機械，エネルギー・プラント，航空・宇宙，船舶・海洋等の事業セグメントにおける各製品の競争力強化及び

今後の事業拡大・創造につながる研究開発を強力に推進している。また，内外の大学との産学提携による共同研究

にも積極的に取り組んでいる。 

 当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費は100億円である。この中には受託研究等の費用６億円が

含まれている。各事業セグメント別の主な研究開発の成果及び研究開発費は次のとおりである。なお，技術開発本

部で行なっている先端技術，共通基盤技術の研究費用についても各事業セグメントに按分している。 

（以下，省略） 

（注）この項に記載の金額は単位未満を切捨て表示している。 

  

 （訂正後） 

 当社グループ（当社及び連結子会社）は，事業本部や連結各社と技術開発本部が密接に連携・協力し，物流・鉄

構，機械，エネルギー・プラント，航空・宇宙，船舶・海洋等の事業セグメントにおける各製品の競争力強化及び

今後の事業拡大・創造につながる研究開発を強力に推進している。また，内外の大学との産学提携による共同研究

にも積極的に取り組んでいる。 

 当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費は100億円である。この中には受託研究等の費用２億円が

含まれている。各事業セグメント別の主な研究開発の成果及び研究開発費は次のとおりである。なお，技術開発本

部で行なっている先端技術，共通基盤技術の研究費用についても各事業セグメントに按分している。 

（以下，省略） 

（注）この項に記載の金額は単位未満を切捨て表示している。 
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